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テ
レ
ワ
ー
ク
の

導
入
率
は
13
％

　
３
月
９
〜
15
日
に
か
け

て
、
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所

が
２
万
人
以
上
に
行
っ
た
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
テ
レ
ワ

ー
ク
を
行
っ
て
い
る
正
社
員

の
割
合
は
全
国
平
均
で
13
・

２
％
。
こ
の
う
ち
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
対
応
で
初
め
て
実
施

し
た
企
業
は
半
数
近
い
47
・

８
％
だ
っ
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
、
陸

運
企
業
も
日
本
通
運
、
ヤ
マ

ト
運
輸
、
佐
川
急
便
、
日
立

物
流
、
セ
ン
コ
ー
、
鴻
池
運

輸
な
ど
は
、
内
勤
者
の
在
宅

勤
務
の
実
施
促
進
を
公

表
し
て
い
る
。
だ
が
６

万
社
あ
る
業
界
全
体
で

見
る
と
、
ご
く
少
数
派

と
言
え
る
。
総
務
省
の

通
信
利
用
動
向
調
査
を

見
て
も
、
２
０
１
８
年

10
〜
12
月
の
運
輸
・
郵

便
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導

入
率
は
８
・
７
％
。
全

産
業
平
均
の
19
・
１
％

を
大
き
く
下
回
る
。
７

都
府
県
で
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
翌

日
、
物
流
各
社
に
在
宅

勤
務
の
有
無
を
電
話
で

聞
い
た
が
、
在
宅
勤
務

に
前
向
き
な
企
業
は
多

く
は
な
か
っ
た
。

　
陸
運
企
業
は
ド
ラ
イ

バ
ー
を
は
じ
め
、
現
場

で
働
く
従
業
員
の
構
成

比
率
が
高
く
、
内
勤
者
だ
け

に
在
宅
勤
務
を
促
す
取
り
組

み
は
「
効
率
的
で
は
な
い
」

と
中
部
の
陸
運
幹
部
。
別
の

陸
運
幹
部
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー

が
頑
張
る
中
、
テ
レ
ワ
ー
ク

は
導
入
し
に
く
い
」と
話
す
。

　
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
都

市
部
と
地
方
で
は
感
染
者
数

の
多
寡
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
温
度

差
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ

が
、
日
ご
と
に

地
方
で
も
感
染

が
広
が
っ
て
い

る
。

　
陸
運
企
業
で

な
く
と
も
、
在

宅
勤
務
の
実
施

に
は
さ
ま
ざ
ま

な
障
壁
が
立
ち

は
だ
か
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
に
精
通
し
て
い

る
企
業
で
も
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
と
い
う
。

実
施
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
障
壁
も

　
例
え
ば
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開

発
会
社
。
内
勤
者
の
多
く
を

占
め
る
開
発
ス
タ
ッ
フ
は
、

高
ス
ペ
ッ
ク
の
パ
ソ
コ
ン
を

自
宅
に
設
置
す
る
必
要
が
あ

り
、
部
署
内
で
共
有
し
て
使

う
特
殊
機
器
は
使
え
な
く
な

る
。
自
宅
で
資
料
や
デ
ー
タ

を
閲
覧
し
よ
う
と
、
多
く
の

人
が
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
接
続

す
る
と
回
線
が
パ
ン
ク
し
て

し
ま
う
恐
れ
も
出
て
く
る
。

　
独
自
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
漏

え
い
防
止
の
た

め
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
強
化

も
必
要
と
な
っ

て
お
り
、
対
応

に
手
間
取
り
、

自
宅
待
機
を
指

示
す
る
企
業
は

増
え
て
い
る
よ

う
だ
。

　
中
小
企
業
な
ら
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
。
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
加
え
、
テ

レ
ビ
会
議
の
実
施
に
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
ウ
ェ
ブ
カ
メ

ラ
の
購
入
が
必
要
と
な
る
。

物
流
業
界
の
大
半
は
中
小
零

細
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
人
材

に
乏
し
く
、
機
器
を
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
す
る
だ
け
で
苦
労
す

る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

体
制
整
備
が
信

用
に
つ
な
が
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
経
済

に
深
刻
な
影
響
が
出
る
中
、

物
量
が
よ
り
一
層
落
ち
込
む

公
算
は
大
き
い
。
一
部
陸
運

企
業
で
は
在
宅
勤
務
ど
こ
ろ

で
は
な
い
と
の
声
も
聞
か
れ

る
。
だ
が
社
会
が
成
熟
し
法

令
順
守
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、

万
一
の
場
合
に
し
っ
か
り
と

し
た
備
え
を
し
て
い
た
か
否

か
で
、
企
業
の
信
用
度
に
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
期
限
は

来
月
６
日
ま
で
だ
が
、
終
息

時
期
に
つ
い
て
は
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
状
況
。
ワ
ク

チ
ン
や
特
効
薬
の
開
発
に
は

１
年
以
上
か
か
る
と
さ
れ
、

緊
急
事
態
宣
言
を
数
回
発
令

し
な
が
ら
、
徐
々
に
終
息
に

向
か
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
見
方
も
あ
る
。

　
い
ま
大
事
な
こ
と
は
在
宅

勤
務
の
実
施
を
含
め
、
従
業

員
を
守
る
体
制
整
備
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
。
取
り
組
み
を
通
じ
、

時
短
な
ど
労
働
環
境
の
改
善

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
出
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。
持
久

戦
も
視
野
に
入
れ
、
中
小
も

で
き
る
部
分
か
ら
手
を
付
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、企業にも外出
自粛が求められている。11日、安倍晋三首相は先行して
緊急事態宣言を発令した７都府県の全企業に対し、オフ
ィス出勤者を最低でも７割削減するよう要請した。他産
業に比べ内勤者の割合が低いトラック産業で在宅勤務は
「効率的ではない」（陸運幹部）の声もあるが、万一の場
合を想定した準備は必要になってきそうだ。丸山　隆彦記者

万
が
一
へ
備
え
も
大
切
に

新型コロナ拡
大で政府要請

どうする、在宅勤務
中小企業の

人手不足への備え方

4指
標
に
対
す
る

合
意
形
成
重
要

　
省
人
・
自
動
化
に
向
け
て
対

外
的
に
動
き
出
す
前
に
、
ま
ず

は
社
内
で
の
目
標
を
明
確
化

し
、
経
過
を
把
握
す
る
た
め
、

統
一
し
た
重
要
目
標
達
成
の
指

標
を
掲
げ
る
こ
と
が
大
切
に
な

る
。
こ
れ
は
社
内
の
部
署
や
役

職
で
重
視
す
る
指
標
が
異
な
る

た
め
。
例
え
ば
、
営
業
部
門
は

コ
ス
ト
削
減
、
シ
ス
テ
ム
部
門

は
リ
ス
ク
の
低
さ
、
財
務
部
門

は
全
体
の
投
資
対
効
果
を
重
視

す
る
。

　
対
外
的
に
は
、
荷
主
に
も
納

得
し
て
も
ら
え
る
メ
リ
ッ
ト
を

提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
扱
う

荷
物
、
事
業
状
況
に
も
よ
る

が
、「
物
流
費
の
削
減
」「
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
の
向
上
」「
品
質
の
向

上
」
の
う
ち
、
一
つ
は
提
示
が

必
要
。
他
に
も
複
数
の
指
標
が

あ
る
。

　
ど
の
指
標
も
重
要
だ
が
、
い

ず
れ
の
部
署
、
役
職
者
も
一
定

の
納
得
が
得
ら
れ
る
内
容
で
省

力
・
自
動
化
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
最
初
に
「
何
を
ど
の
レ

ベ
ル
で
改
革
す
る
」
計
画
な
の

か
を
明
ら
か
に
し
、
目
指
す
指

標
を
統
一
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
に
な
る
。
指
標

の
認
識
が
合
っ
て
い
な
い
と
、

計
画
の
具
体
的
な
検
討
を
始
め

て
も
、
依
頼
す
る
ベ
ン
ダ
ー
の

選
定
基
準
が
定
ま
ら
な
い
。
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
計
時
に
重
要

な
項
目
意
識
も
合
わ
ず
、
計
画

が
進
展
し
な
い
事
態
が
起
こ

る
。

　
実
際
、
筆
者
は
過
去
に
あ
る

企
業
の
倉
庫
の
自
動
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
何
度
も
物
流
部
、

シ
ス
テ
ム
部
、
財
務
部
で
意
見

が
合
わ
な
い
光
景
を
見
て
き

た
。
目
指
す
と
こ
ろ
が
不
明
確

な
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

目
的
を
果
た
そ
う
と
す
る
こ
と

か
ら
、
衝
突
は
避
け
ら
れ
な

い
。

　
社
内
で
意

見
が
分
か
れ

た
場
合
は
、

ま
ず
は
「
ス

ル
ー
プ
ッ
ト

コ
ス
ト
の
削

減
」
を
指
標

に
す
る
。
つ

ま
り
、
荷
物

一
つ
当
た
り

に
か
か
る
コ

ス
ト
の
削
減

な
ら
、
定
量
的
か
つ
平
等
な
指

標
に
な
る
。

成
長
や
変
貌
を

正
し
く
捉
え
る

　
省
人
・
自
動
化
を
進
め
る
上

で
、
自
社
の
既
存
事
業
と
同
時

に
、
扱
う
荷
主
の
事
業
の
成
長

性
、
変
貌
を
正
し
く
捉
え
る
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
。
荷
主
の
商
品

や
保
守
品
の
入
出
庫
、
管
理
・

保
管
業
務
な
ど
を
省
人
・
自
動

化
す
る
だ
け
で
は
、
今
後
の
事

業
で
大
き
な
成
長
や
優
位
性
は

見
い
だ
せ
な
い
。

　
例
え
ば
従
来
人
で
な
け
れ
ば

で
き
な
か
っ
た
、
贈
答
品
の
こ

ん
包
な
ど
の
特
殊
な
流
通
加

工
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の

拡
大
で
需
要
が
見
込
ま
れ
る
小

口
配
送
を
想
定
し
た
省
人
・
自

動
化
が
一
例
だ
ろ
う
。
い
ず
れ

も
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
事
業

を
成
長
さ
せ
る
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
る
。
実
現
に
は
先
見

性
、
新
技
術
の
吸
収
・
応
用
力

が
重
要
に
な
る
。

予
算
の
確
保
と

有
効
な
分
配
を

　
一
方
で
、「
機
械
を
入
れ
れ
ば

効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
受

け
身
の
考
え
は
危
険
だ
。「
効

果
は
自
ら
生
み
出
す
」
と
い
う

能
動
的
な
姿
勢
で
な
い
と
、
機

械
の
導
入
が
目
的
と
な
り
、
勘

違
い
を
し
て
失
敗
す
る
。

　
省
人
・
自
動
化
す
る
機
械
の

導
入
は
検
討
だ
け
で
も
時
間
と

労
力
が
か
か
り
、
余
裕
を
持
っ

た
予
算
計
画
が
必
要
だ
。
物
流

向
け
マ
テ
ハ
ン
な
ど
の
価
格
が

こ
れ
か
ら
も
劇
的
に
下
が
る
こ

と
は
な
い
。
企
業
ご
と
に
物
流

拠
点
や
規
模
、
形
、
取
り
扱
い

荷
物
が
異
な
り
、
製
造
業
な
ど

の
工
場
向
け
と
比
べ
る
と
、
同

じ
規
格
の
マ
テ
ハ
ン
を
生
産
で

き
る
数
が
少
な
く
、
マ
テ
ハ
ン

メ
ー
カ
ー
側
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

　
そ
ん
な
中
、
最
近
で
は
、
高

額
な
機
械
を
定
額
方
式
で
レ
ン

タ
ル
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
企
業
も
出
て
き
て
い

る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
手

掛
け
る
オ
リ
ッ
ク
ス
は
、
物
流

ロ
ボ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
市
場
に
先
駆
け
て
展
開
し

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
よ
り
省

人
・
自
動
化
の
市
場
規
模
が
大

き
い
中
国
、
米
国
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
海
外
メ
ー
カ
ー
が
開

発
し
た
製
品
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
も
あ
る
。

省人・自動化へ社内で考えるべきこと

ク
ニ
エ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

大
室
　
翔
史

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
お
お
む
ろ
・
し
ょ
う
じ
＝
２
０
１
０
年
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大

経
営
学
修
士
、
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
複
数
の
倉

庫
の
立
ち
上
げ
運
営
管
理
を
経
験
。
後
に
日
系
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
勤
務
を
経
て
、
17
年
ク
ニ
エ
入
社
、
現

職
。
物
流
領
域
で
の
業
務
改
革
や
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
。

　
生
産
現
場
で
は
設
備
・
機
器
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
効
率

化
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
始
ま
り

つ
つ
あ
る
が
、
次
に
起
き
る
の
は

生
産
・
進
ち
ょ
く
管
理
・
在
庫
管

理
・
納
期
管
理
な
ど
の
た
め
に
、

モ
ノ
（
資
材
・
仕
掛
か
り
品
・
製

品
）
を
つ
な
ぐ
動
き
だ
ろ
う
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
化
）
実
現
に

は
、
モ
ノ
に
関
す

る
情
報
を
ど
の
よ

う
に
し
て
シ
ス
テ

ム
に
吸
い
上
げ
る

か
が
出
発
点
だ
。

設
備
・
機
器
に
は
、

稼
働
状
況
を
感
知

し
た
り
位
置
情
報

を
発
信
し
た
り
す

る
装
置
を
取
り
付

け
、
無
線
や
有
線

で
シ
ス
テ
ム
に
伝

送
す
る
こ
と
は
比

較
的
容
易
だ
。
だ

が
、
資
材
・
仕
掛
か
り
品
・
製
品

は
加
工
や
組
み
立
て
、
合
成
・
分

解
に
よ
っ
て
変
化
し
、
呼
称
さ
え

変
わ
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
流
通

過
程
で
は
、
包
装
や
ユ
ニ
ッ
ト
ロ

ー
ド
（
貨
物
を
物
流
最
適
な
単
位

に
ま
と
め
た
も
の
）
の
大
き
さ
や

形
も
変
化
し
、
所
有
者
も
変
わ
る

こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら

に
情
報
収
集
の
た
め
の
装
置
や
仕

掛
け
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
至
難

の
業
だ
。
設
備
・
機
器
と
違
い
、

情
報
の
貼
付
の
段
階
で
多
く
の
制

約
や
困
難
が
伴
う
。
こ
こ
で
は
モ

ノ
へ
の
情
報
の
貼
付
と
吸
い
上
げ

の
課
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

　
こ
の
手
段
と
し
て
は
、
バ
ー
コ

ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
よ
う
な
機

械
読
み
取
り
可
能
な
ラ
ベ
ル
を
貼

付
し
、
自
動
ま
た
は
手
動
で
読
み

取
り
、
シ
ス
テ
ム
に
吸
い
上
げ
る

方
法
が
現
在
の
主
流
で
、
わ
が
国

で
も
既
に
多
く
の
商
品
に
バ
ー
コ

ー
ド
が
貼
付
（
印
刷
）
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
機
械
読
み
取
り
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
吸
い
上
げ
る

こ
と
は
可
能
だ
。

　
だ
が
「
全
て
の
モ
ノ
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
」
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
と
し
て
は
不
十
分
だ
。
バ

ー
コ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
る
情
報
は

「
メ
ー
カ
ー
名
（
事
業
者
コ
ー
ド
）

と
商
品
名
（
ア
イ
テ
ム
コ
ー
ド
）」

か
ら
成
る
も
の
（
12
桁
＋
チ
ェ
ッ

ク
デ
ジ
ッ
ト
１
桁
）が
基
本
で
、同

じ
商
品
な
ら
同
じ
コ
ー
ド
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
じ
商

品
が
複
数
個
あ
る
場
合
に
は
個
別

識
別
で
き
な
い
。
バ
ー
コ
ー
ド
で

は
格
納
で
き
る
情
報
容
量
も
小
さ

く
、
位
置
情
報
や
モ
ノ
の
状
態
に

関
す
る
情
報
は
記
載
で
き
な
い
。

　
次
に
、
製
造
過
程
や
流
通
過
程

で
形
を
変
え
て
い
く
も
の
に
逐
一

情
報
を
貼
付
し
て
い
く
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
と
な
る
。
個
体
識
別

番
号
が
付
さ
れ
た
材
料（
原
材
料
）

・
部
品
が
加
工
工
程
を
経
て
複
数

の
材
料
・
部
品
に
分
か
れ
た
り
、

異
な
る
部
品
や
材
料
が
組
み
合
わ

さ
っ
て
新
た
な
部
品
や
仕
掛
か
り

品
に
な
れ
ば
、
そ
の
都

度
異
な
る
個
体
情
報
を

付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
情
報
を
吸
い

上
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
。
バ
ー
コ
ー
ド
は
光

学
的
に
情
報
を
読
み
取

る
た
め
、
個
々
に
コ
ー

ド
（
ラ
ベ
ル
）
に
レ
ー

ザ
ー
光
な
ど
を
当
て
て

読
み
取
る
作
業
が
必
要

と
な
る
。
作
業
を
効
率

化
す
る
た
め
に
、
無
線

通
信
を
活
用
す
る
Ｉ
Ｃ

タ
グ
の
活
用
が
従
来
期

待
さ
れ
て
い
る
。
電
波
は
光
と
違

っ
て
透
過
性
が
あ
り
、
一
括
読
み

取
り
が
可
能
と
い
う
利
点
が
あ
る

上
、
タ
グ
そ
の
も
の
に
振
ら
れ
て

い
る
個
体
番
号
を
活
用
す
れ
ば
、

同
じ
商
品
で
も
識
別
が
可
能
と
な

る
。
こ
の
よ
う
に
期
待
さ
れ
る
Ｉ

Ｃ
タ
グ
だ
が
、
ま
だ
課
題
も
多

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
述
べ

る
こ
と
と
し
た
い
。

　
移
動
・
変
化
す
る
モ
ノ
の
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
た
め
に
は
、
情
報
貼
付
と
読

み
書
き
の
標
準
化
・
仕
組
み
構
築

が
不
可
欠
だ
。

ＩｏＴで何が変わるか③
モノへの情報付与と吸い上げ

第
11
回

物流プラットフォーム　
再構築 の時

増井　忠幸 東京都市大学名誉教授

　
ま
す
い
・
た
だ
ゆ
き
＝
１

９
４
５
年
６
月
11
日
生
ま

れ
、
74
歳
。
和
歌
山
県
出

身
。
早
大
理
工
卒
（
工
学
博

士
）。
武
蔵
工
業
大
学
（
現

・
東
京
都
市
大
学
）
工
学
部

教
授
、
環
境
情
報
学
部
教
授

を
経
て
２
０
１
３
年
名
誉
教

授
。
専
門
は
経
営
工
学
、
環

境
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
な
ど

Miyake, Nobuko
スタンプ


